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/ こ 1 選 ) い 

| あこ に ] 李 ヵ れ 太 

「^ へ ヘン 凡 し に と し 

め を ご ホ 蘭 よ 技 8 

ァ PeT 1 

_ 幼 民 へ 帳 け て の 動き 人 半 きめ 

NN ス 旨 華 屋 は に シシ 臣 

、 てこ 胃 人 7( / 

間 rfnmer Wi ーー その 間 と 人 し 

な か の ひと つ 、 花 組 が 結成 され た の は 、 前 号 の 年 表 等 で も 確認 に 10 人 A 章 あ ら ワ ょ 

で きる と お り 、 太 正 ] 1 年 1 月 1 日 の こと で ある 。OVA「 サ 郡 10 式 す パ さ ド 派 

クラ 大 戦 一 桜 華 絢 炉 一 」 第 一 幕 で 語ら れる の は 、 太 正 8 年 か ら し た も ヤー- 

太 正 10 年 まで の お よそ 2 年 間 が 中 心 。 1 

太 正 7 年 に 終結 し た 降魔 戦争 か ら 1 年 後 、 そ の 戦い の 教訓 な っ 

どか ら 、 再 び 現れ る か も し れ な い 魔 物 に 備え た 帝都 防衛 策 を 、 買 彼 と も 行 め カ 

米田 一 基 、 藤 枝 あ や め ら が 中 心 と な っ て 進め て いた 。 こ の あ た つこ に ラ し レ る も と イ 

り の こと は 、 前 号 の 企画 で も 詳し く 説明 し た と お り 。 いわ ゆる 、 と 0 

帝国 華 撃団 構想 ( 帝 撃 構想 ) の こと で ある 。 - ら 国 か 都 へ と ス 太 

あや め は 、 世 界 各地 を 回 り 霊 子 兵 器 を 操れる 異 能 者 を 探し 、 と 者 作 プレ ーー 

花 組 へ の スカ ウト を お こ な っ て いる 。 太 正 10 年 まで に 花 組 に 名 団 興 和 つ 藻 ト 年 

入団 し た の は 右 に 記し た 4 人 。 第 一 幕 で 描か れ て いる の は 、 そ な 足 を 守 般 れ 沖 

の スカ ウト シー ン だ 。 ちな み に 、 スカ ウト に 至る まで の 詳細 は 、 9 ADS も 、 る 叶 

あか ほり さと る 氏 書 き 下 ろ し の 小説 「 サ クラ 大 戦 前 夜 」 | 市 て い 正 波 て て 
られ て いる の で 、 そ ちら を 参照 し て も らい た い 。 上 0 
米田 の 任務 は 、 帝 国 華 撃団 を 組織 し 、 帝 都 を 脅かす 魔物 に 備 し 全 に ァ 
える こと 、 本 部 と な る 大 帝国 劇場 の 準備 な ど 、 そ の 幅 は 広く 、 6 ん 
吉 子 兵器 を 操れる 異 能 者 を 探す てこ と も 、 あ や め と と も に お こ な は / 


っ て いる 。 ま た 、 彼 自身 の 人 脈 を 最大 限 に いか し 、 花 組 結 成 へ 
向け て の 協力 を 各 方 面 に 仰ぐ こと も 任務 の ひと つ で ある 。 


自ら が 考え る 間 都 の 平和 を 
守る た め の プ ロジ ェクト ・ 
国 華 撃 団 構想 を 実現 する 
た め に 奮 賠 中 の 米田 一 基 。 
実現 へ 向け て の 難題 は 多い 
が 、 さ ま ざ ま な 人 の 協力 も 
得 て 、 つ い に 本 格 化 。 
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悪党 SLOT (の tgl 計 財 中 
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験 し て いる だ け に 、 間 都 の リリ 

平和 を 守る 気持 ち は 強い 。 8 し 
それ ゆえ に 、 花 組 メ ン バ ー 太 あ 
を 探す 旅 に 出 た の だ 。 ー 上 。 
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国 華 尚 団 ・ 花 組 の 結成 を 陰 で 支え た 買 人 機関 


前 号 で も 触れ た が 、 帝 国 華 撃 還 の 発走 に は 、| 賢 人 ( テ 
ンプ ル ) 機関 ] と いう 組織 が 大 きく 関わ っ て いる 。 賢人 機 
関 と は 、 都 市 の 平和 防衛 ・ 監 視 を 目的 と し た 機関 で あり 、 
政界 ・ 財 界 ・ 宗 教 界 に 多大 な る 影響 力 を 持っ て いる 世界 規 
模 の 組織 で ある 。 そ の 活動 の 一 端 と し て 、 世 界 中 の 霊力 保 
持 者 を 監視 ・ 保 護 す る こと を お こ な っ て いる 。 こ の 機関 の 
協力 の お か げ で 、 世 界 中 の どこ に いる か も わか ら な い 叶 子 
兵器 を 操る こと が で きる 異 能 者 を 、 素 早く 見 つけ 出す ここ と 
に 成功 し て いる の だ 。 

賢人 機関 の 協力 に つい て は 、 第 一 幕 の 映像 に お いて も 人 確 
認 す る こと が で きる 。 注目 し て も らい た い の は 、 冒 頭 の 花 
小路 頼 恒 と 米田 一 基 が 会 話し て いる シー ン 。 米 田 が 新聞 の 
スク ラッ プ 記 事 に 目 を 通し た あと に 「 零 源 文 書 ] と いう 謎 
の 報告 書 が 出 て くる が 、 米 田 の 入 キ を よう から も わか る よう 
に 、 こ れ が か な り 重 要 な シロ モノ 。 そ の 表紙 に 記さ れ て い 
る 「 星 組 と 称 さ れる 実験 部 隊 に 関す る 報告 書 ] と いう サブ 
タイ トル か ら 推 測 さ れる の は 、 こ れ が 帝国 華 撃団 発 定 以前 
に あっ た 実験 的 な 「 星 組 計画 ] の 詳細 を 報告 し た も の 、 だ 
の も 2 の な 

正式 に は この 零 引 文 書 、 賢 人 機関 に より 作成 され た 、 世 
界 レ ベル で の 最 重 要 機 密 文書 な の だ 。 世 界 規模 で の 機密 が 


中 の | 堆 肖 文 書 」 | 


問題 の 「 零 跳 文 書 」。 賢 人 機関 の 者 で さえ 、 幹 部 以上 で な いと 閲 
覧 で き な い 重要 な も の 。 ご ここ に 書か れ て いる 内 容 は 定か で な い 
が 、 人 類 の 存亡 に 関わ る こと が 書か れ て いる こと だ け は 確か 。 
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記さ れ て お り 、 その 内 容 は 人 類 の 存 亡 に 関わ る ほど 重要 な 
事項 で ある 。「 零 引 ] の 名 が 示す と お り 、 公 に は 存在 し て 
いな い " も の と され て いる た め 、 そ の 内 容 を 知る 者 は 賢人 
機関 に お いて も 幹部 以上 の 人 間 だ け 。 ち な み に 、 米 田 に 堆 
張 文書 を 見 せ て いた 花 小路 頼 恒 も や も 、 れ っ き と し た 賢人 機関 

の 一 員 で ある 。 

いずれ に せよ 、 こ の 報告 書 が あっ た か ら こ そ 、 和 国 華 撃 
ルー 
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帝国 華 撃 団 ・ 花 組 の 主要 メン バー の 確保 が 徐々 に 進展 する な 
か 、 魔 物 と 戦う た め の 各 種 兵 器 の 開発 も 神崎 重工 に よっ て 同時 
に 進め られ て いた 。 

その 代表 と な る の が 、 弾 丸 列車 ・ 轟 雷 号 と 武装 飛行 船 ・ 翔 鯨 
丸 。 この ふた つの 兵器 が 、 戦 い の な か で いか に 活躍 し た の か は 、 
「 サ クラ 大 戦 」 で 実証 済 。 両 兵器 と も に 基礎 設計 が 考案 され た | ン 
の は 太 正 6 年 の こと で 、 帝国 陸 軍 対 降魔 部 隊 の 一 員 で も あっ た nn 
山崎 真 之 介 が それ を 担当 。 そ の 後 、 神 崎 重工 が 両 兵 器 の 開発 を と 。 は >。/ こ 
目 式 に 意 手 し た 。 第 一 幕 の な か で 、 太 正 8 年 でろ の 両 兵器 が 出 、 朱 邊 に 近い 動き 。 を 
て くる が 、 こ れ は まだ まだ 建造 中 の よう す だ 。 れ で も 、 霊 甲南 の 

そし て も う ひ と つ 神 崎 重工 で 開発 が 進め られ て いた の が 、 有 霊 開発 自体 は か な り 前 
子 甲南 で ある 。 そ の 試作 機 ・ 桜 武 の 実験 の よう す は 、 第 一 幕 の 。 進 する こと に 。 
な か で 語ら れ て いる と お り 。 帝国 陸軍 の エリ ー ト で さえ も 動か 
すこ と が で き な か っ た 桜 武 を 、 ま だ 少女 で ある 神崎 すみ れ が 、 
いと も 簡単 に 動か し て し まっ た の だ 。 こ れ を 機 に 、 霊 子 甲 表 の 
開発 は 急 展開 。 そ の 1 年 後に は 、 試 作 機 ・ 試 験 機体 で ある 三 色 


eJ9HC の て 光 中 fiCY(! 
キル 虹 仙 許 兄 
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WM 


スミ レ (命名 は 神崎 すみ れ ) の 3 機体 が 完成 。 こ の 三 色 ス ミレ し 方 生 人 
に 神崎 すみ れ が 何 度 も 乗り 込み 実験 を 繰り 返し 、 つ い に は 新た ま ハ れ 体 の 
な る 霊 子 甲 責 の 開発 が お こ た な われ る こと に 。 そ れ が 、「 サ クラ こ な ひ = に 
大 戦 」 で 大 活躍 する こと に な る 霊 子 甲 責 ・ 光 武 な の だ 。 着工 が と 色 と 色 完 
開始 され た の は 、 映 像 で も 出 て くる と お り 、 太 正 10 年 ご ろ の _ % て ミレ 
こと 。 開 発 は 順調 に 進み 、 太 正 1 ] 年 に は めで た く 完 成 。 桜 直 ブル ント 


の と き に は 人 間 の 2 倍 以上 も あっ た 機体 の ー 
ト な も の へ と 改良 され る な ど 、 さ ま ざ ま な 進化 を 有 遂げ る 。 


y み < 


神崎 重工 技師 た ち に は モデ ル が !? 


神崎 重工 で 霊 子 甲 表 の 開 
発 に 携わっ た 3 人 の 技師 た 
ち に ば 。 宮 料 当 札 宅 デ テル が 
存在 する 。 レ ッ ド カン パニ 
ro サウ グリ イグ (の 氷 
田 太 氏 、 原 案 プ 設定 の 金子 
良 語 氏 、 同 じ く 原案 プ 設 定 | 
の 森田 直樹 氏 ら が そう だ 。 永 


造 中 の 武装 飛行 船 ・ 翔 鯨 丸 の 
レ ろ 姿 。 実際 に 帝国 華 撃団 が 
使用 する と き の も の と は 、 デ ザ 
イン が 若干 違う の が わか る 。 ベ 
スト な も の を 目指 し 、 何 度 も 実 
験 が 繰り 返さ れる 。 


RS 


太 氏 ( 永 
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田 技師 


こち ら は 弾丸 列車 ・ 田 埋 且 。 そ 
れ ま で の 蒸気 機関 車 の 設計 と は 
違 つ 新 設計 の 車体 で 、 蒸 気 機関 
を 4 基 捨 載 。 弾 丸 な み の ス ピー 
ド を 出す た め の 実 験 が 、 日 々 お 
こ な わ れ て いる 。 
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ご 計 忠 商 避 日 剛 量 合 
97 八 ル ご 引 の 音 S 


写真 協力 ノ 週 刊 セ ガサ ター ンマ ガ ジ ン 


甘 叉 月 の 「 反 魂 の 術 』 に より 復活 」 と いう 項目 が 確認 で きる だ 
ろう 。 さ ら に 、 太 正 10 年 に は 「 黒 之 巣 会 結成 ]」 と いう 項目 も 
認 で きる 。 ズ バリ いっ て し まう と 、 降 魔 が 復活 し た の は これ 
ら が 原因 。 天 海 率 いる 黒 之 巣 会 の 在 み ( 六 硫 星 降魔 陣 の 敷設 

に よっ て 、 封 印 が 弱まっ て し まっ た た め 、 徐 々 に だ が 降魔 た ち 
帝都 に 姿 を 現す て と に な っ た の だ 。 黒 之 巣 会 の 活動 (始動 ) 
帝国 陸軍 対 降魔 部 隊 が 降魔 と 戦っ た 降魔 戦争 。 そ の 戦い の お に 関し て は 、 第 二 幕 以降 で ほん の 少し だ が 語ら れ て いる 。 

り 、 真 宮寺 一 馬 が 自ら の 破邪 の 血 を も っ て 魔神 突 を 発動 させ 、 また 、 浅 草 に 降魔 が 出現 し た と き 、 真 っ 先 に 花 組 の 3 人 を 
古 の 呪 法 に より 降魔 を 封印 し た …… は ず な の で あっ た が 、 第 一 = つっ た の は な ぜ な の か ? これ も 疑問 を 感じ る と ころ だ が 、 こ ( 
幕 の い た る と ころ で 、 そ の 封印 され た は ず の 降魔 が 姿 を 見 せ て 理由 は いた っ て 単純 。 降魔 が 、 出 現し た 場所 に いた な か で 、 も 
いる 。 い っ た いな ぜ ? っ と も 霊力 の 高い 者 を 敵 と みな し て 攻撃 し た か ら な の だ 。 そ も 
その こたえ は 、 前 号 の 年 表 を 見 て と もらう と 理解 し や すい 。 降  " そ も 、 こ の 浅草 に 降魔 が 出現 し た の も 、 霊 力 の 高い 人 間 が 1 カ 
が 封印 され た の は 太 正 7 年 の こと 、 と いう の を まず 頭 に 入れ 所 に 3 人 (浅草 の 地下 に いた 紅蘭 を 入れ る と 4 人 ) も 集中 し て 
て ほし い 。 で 、 そ の 1 年 後 の 太 正 8 年 を 見 て も ら う と |: いた こと に 原因 が ある の か も し れ な い !? 


ーー 佑 0 0  』。 _。 款 降魔 が いち ば ん 先 に 狙っ た 
e (のび /、ー リス こ し いう つの も 
g9 ちょ っ と 暗示 的 。 役 女 の 持 
っ て いる 霊力 の 高 さ を 証明 
する 裏づけ な の か も !? 


降魔 の 出現 は 、 霊 力 の 素養 
を 持っ た 者 に 対し て 、 間 接 
的 に も 影響 を 及ぼ す 。 紅 韻 
の 体調 が 突然 悪く な っ て し 
まっ に た の も それ が 原因 。 


。 の SIQ 股 責 書 Jr 耶 ヨ し サン 旭 (r 肖 


| 。 再 培 閉 | は (と さぶ (r8 再 最 は て 槍 給 べつ J 誕 


Ki 


左 の 写真 で 女性 が 使っ て いる 
中 の が 、 蒸気 公衆 電話 機 。 便 利 
で は ある が 、 動 力 の 蒸気 の 音 
- の せい で 、 相 手 の 声 が 聞き こと 
MM KU が か 


太 正 時 代 に 見 られ る 科学 の 進歩 


な に ば げ な く 見 過ごし て し まい が ち だ が 注目 し て ほし い の 
\、 作 品 の 舞台 で も ある 太 正 時 代 の 科学 の 進歩 具合 。 よ く 
観察 し て みる と 、 こ の 当時 の 科学 の 粋 を 結集 し て 作ら れ た 、 
さま ざま な も の を 確認 する こと が で きる の だ 。 

その いく つか を ここ で 紹介 する と 、 冒 頭 に て 女のコ が 使 
っ て いる 蒸気 の 力 を 利用 し た 公衆 電話 機 、 子 ども た ち も あ 
こ が れ る 恭 気 自動 車 の ケ 型 、 電 都 の 上 空 を 飛 点 飛行 船 、 路 
面 を 走る 帝都 蒸気 鉄道 、 米 田 が どこ か ら か の 報告 を 受け て 
いる 機械 (?) な ど な ど 、 数 え 上 げた らき ぎり が な い ほ ど 。 
も ちろ ん 、 帝 国 華 撃 団 の た め に 開発 され て いる 閉 鯨 丸 や 署 
画 号 、 霊 子 甲南 と いっ た 兵器 も 、 こ れ に あて は まる (と は 
いっ て も 、 こ れ ら は 一 般 市 民 に は 極秘 の も の だ が )。 

ゲー ム 「 サ クラ 大 戦 」 で は 見 られ な か っ た も の も か な り 
多い の で 、 こ れ ら を ひと つ ひ と つ 確 認 し て いく の は 、 こ の 
OVA を 観る 上 で の 楽し み と な る の で は な い だ ろ うか が 。 


<m つ mm 


っ mo 


左 と 上 の 写真 は 、 交通 手段 と し 
て 利用 され る も の Z 点 。 上 の 蒸 
丸目 動車 ケ 型 は 、 当 時 の 最 先 靖 
目 動車 。 左 の 帝都 蒸気 鉄道 は 、 
市 民 も よく 利用 する も の だ 。 


の さ ざ さ 権 四 人 玩 神 H 
引 く 部 ) 話 寺 回 崎 
5 ら 0 画 坦 車 家 
を の ) 長 ーー 2 (0 フ 
よ 祖 年 サ し ] 運 
> 貼 ] へ 瑞 な 転 
4 筐 2 す 画 
る 貞 ら 師 甲 て を 
者 品 守 に 責 あ 担 
の 夫 ち る \/ 

家 し 2 開 3 


レイ 


最後 は 、0 VA 制作 秘話 的 エピ ソー ド を いく つか が 。 

ひこ つめ は 、 大 工 の 標 索 と その 他 間 た ちの 語 。 こ の 大 工 た ち 5 
は 、 大 芝 国 劇場 の 建設 現場 で 登場 の 予定 だ っ た が 、 実 際 に は 棟 
楽 が うし ろ 姿 で 出演 し た だ け ……。 シナ リオ の 段階 で は 、 米田 

会 話 シ ー ン な ども あっ た の だ が 、 コ ン テ 段 階 に な っ て それ 

ら は カッ ト さ れ て し まっ た 。 い い シ ー ン だ っ た だ け に 残 菅 。 

次 は アフ レコ に 関し て 。 第 一 幕 で 、 紅 導 や マリ ア な ど 、 そ れ 
ぞ れ の 母国 語 で の 会 話 シ ー ン ( 字 つ き ) が ある が 、 実は これ 、 
広井 氏 の な か に 以前 か ら あ っ た アイ デア を か た ち に し た も の 。 
時 間 は あま りな か っ た が 、 現 場 に 来 た 各 国 の アド バイ ザー の 協 
力 に より 、 つ い に 実 現し た 。 声優 の 方 々 が 、 お 手 本 を 数 回 聞い 
た だ け で 演技 と し て こなす ざま は 見 押 だ っ た と か 。 


+ 料 の CV 
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字幕 を 読み つつ も 、 つ いつ 
い 会 話 に も 耳 を 傾け て し ま 
うこ の シム ン 。 い まま で 見 
れ て いた 彼女 た ち が 母 国 
論 を し ゃ へ る は 、 フ ァ ン 
に と つて は が な り 新 謎 な 司 
ラロ だ け で な < 、 ゲ ー 

ム 本 編 で も 見 て みた い 楽 し 
いい 演出 の ひと つ だ 。 


字 夫 つ き の 各 国 の 言葉 を し 
ゃ べ へ る シー ン に お いて 、 い 
ちば ん 著 さ れ た の が 、 藤 
枝 あ や め 役 の 折笠 愛さ ん 。 
な に 七 、 中 国語 、 和美 語 、 フ 
ラン ス 語 と いっ た に 3 国語 
を し ゃ べ る 必要 が ある の だ 
か ら 、 ぞ それ を 実演 する だ け 

で も 相当 スゴ イ の で は !? 


最後 は 、 さ くら が 使う 北辰 一 刀 流 の 話 。 この 剣 技 が 実在 する 
こと は 有名 だ が 、 な ん と 今回 の 0 VA 制作 以前 に 、 監 督 の 石山 
夕 カ 明 氏 を は じ め と し た スタ ッ フ が 、 本 物 の 北辰 一 刀 流 の 道場 
[玄武 館 」 を 見 学 に 行っ て いる の だ 。 幕末 の 刻 客 ・ 千 葉 周作 が 、 
北辰 夢想 流 と 小野 派 一 刀 流 を 合わ せ て 独自 に 編み 出し 、 食 作 し 
た 北辰 一 刀 流 は 、 現在 も な お 続く 伝統 ある 合 技 。 当 日 は 、 実際 
に 達人 た ちの 技 を 見 学 ・ 体 験 し た り 、 北 辰 一 力 流 宗家 五代 ・ 小 
西 重 治郎 先生 か がら の 北辰 一 用 流 の 説明 、 語 の 道 、 武 の 道 に つい 
て の さま ざま な 話 を 聞く こと で 、“ 降 魔 に 対す る 北辰 一 刀 流 
使っ た 実践 を 完全 に シミ ュ レ ー ト 。 結果 、 そ れ ら が 映像 と し 
て 存 分 に い が で れる こと に な っ た の だ 。 
本 物 の 達人 た ちがい る 北辰 
ーー 用 流 道 場 | 玄武 館 ]」 の 協 
力 に より 、 さ ぐら が 繰り 出 
す 北 辰 一 妃 流 の 剣 技 に も か 
な り の リア ル さ が 増し た こ 
と は 確実 で あろ う 。 こ の オ 
ー ブ ニ ング の 光武 の 動き も 、 
まさ し く 本 物 の 北辰 一 刀 流 
その も の な の だ 。 


北辰 一 刀 流 の 極意 と は 、| 旦 
眼 (中 段 ) の 構え 」 の 確立 
て あり 、 て そこ か りら 標 り 出す ず 
RAM 
いえ る 。 一 段 突 き 、 二 段 突 
きこ いっ た 技 の パリ エー ン 
ョ ン が 存在 する の だ 。 ご これ 
は あく まで も 基本 で 、 本 当 
は も っ と 奥 が 深い 。 


合わ せ が あ っ て の こと で す よ ね 。 

広井 是 それ は も ちろ ん で す 。 あ と 僕 の 希 
望 で は 、 映 画 み た い に 作っ て ほし いと い 
う の が あり まし た ね 。 

その ほか に 広井 さん か ら の 要望 
な ど は あり まし た か ? 

広井 軒 僕 自身 は 口うるさい タイ プ だ と 思 
うけ ど 、 基 本 的 に 映画 を 作る の は 監督 で 
すか ら ね 。 そ こ を 壊し て まで うる さい こ 
と を 言 お うと は 思わ な か っ た 。 た だ サク 
ラ の 世界 観 、 キ ャ ラ の 性 格 を 考え て 、 不 
適切 な 設定 や セリ フ は 変 *※ え て も らい まし 
本 日 は DVA を 中 心 に お 話 を うか た けれ ど ( 笑 )。 

が いた いと 思い ます 。 初 め て 観 た 時 は ど 2 四 の Da ゲー ム の ファ ン だ 
ん な 感想 を お 持ち に な り ま し た か ? こ は 世 界 
広井 園 アニ メー ショ ン に する っ て いう 構 (で いま す よね 。 全 4 城 と いう 
想 は ゲー ム を 制作 し て いる 途中 か ら 、 い - ム に つなが っ て いく わけ で す 


つが か は や り た いと 回っ て いま し た 。 そ れ が 、 こ の あと DOVA の 人 気 が 高まっ - 


。 が た OUA の 人 所 が まっ て きた 
人 IN ら 続 編 と いう の も 考え られ ます ね 。 
どう 見 せ て いけ ば いい の か を 、 こ こ か ら 


広間 較 ゲ ー ム を すでに ブレ イ し て いて く 
すべ て スタ ー kw サ た し いし と いう の が が 
ます ね 。 で すか ら 今 、 全 4 巻 と いう 予定 


れ た 方 は これ を 観 て 、 さ ら に サク ラ の バ 
ッ ク グ ラウ ンド が 広がる 。 ま た 、OVA で 
で すけ れ ど 、 そ れ で サク ラ が 完成 する と 
は 思え な い 。 NAK 


_ 初め て サク ラ に 触れ た 方 は 興味 を も っ て 

こと に 関し て いた だ いて 次 に ゲー ム も 楽し ん で も らい 

応 し て みた い 手 法 避 ルー 3。 で すか ら 今 回 の OVA は ゲー 
! ラチ 間 間 り 、 リ ツ ク る っ て い 
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(1 


ム と いう の な 作 b 上 げ て い ゆ 二 け 0 
け て れ の 第 一! た 4 較 語 計 


いる の どう か t は 和 さ ん の 第 と いう 
Ll。 作 っ て みた し いで すね 。 


ee 
WM 
ゎ 玉 く て で て 、 


くれ て いま すね 。 
広井 園 ゲ ー ム で も 母国 語 を し ゃ べ る と い 
つっ 構想 は あ 1 た ん で す 
けど 、 当 初 は まだ キャ 
ラ を つが みき ぎれ て いな 
い 状 況 と いう の が あり 
まし た 。 で も ゲー ム が 
あっ て 、CD や 歌謡 シ 
ョ ウ で 皆さん 、 キ ャ ラ 
を 目 分 の も の に し て く 
れ ま し た か が から ね 。 ご これ 
な らい ける だ ろう と 上 思 
っ て あて て いた だ きま 
し た 。 で も 、 実際 に は 
母国 語 の ガイ ド テ ー プ 
を 作っ た り し て 、 声優 


広井 較 あ か ほり 先生 の 小説 も 出 て いま す 
し 、 アー ニー メ に な る の な ら 華 撃団 結成 秘話 
を や ろう と いう こと で 決め て 
ゲー ム で すでに 設立 が で き て い 
まし た か ら 、 逆 に 過去 の 設定 を 作る と い 
う の は 整合 性 を と る と いう 意味 で 困難 だ 
っ た の て 1 7 

広井 時 そう で すね 。 そ れ で か な り の 制作 
時 間 を 費やし た の は 確か で す 。 僕 も いい 
勉強 に な り ま し た 。 

OVA を 観 て いる と 、「 こ こ カ 
還 PMA 
える よう な スパ イス が チラ ホラ 見 られ る 
ん で す が 、 そ この と ころ は 演出 の 方 や あ 
か ほり 先生 、 ス タッ フ の 方 々 の 紀 密 な 打 


思う ん で す よ 、。 今回 は その 条件 が 満た さ 。 


声優 さん 達 も 今回 は キャ ラク タ いと 思 
ー の 母国 語 を し ゃ べったり と が ん ば っ て 


ー ム に な ら な さき ゃ いけ な い 。 お 互い ) 
心 が 知 れ て 、 サク ラ っ て 大 事 だ な っ て 2 
ん な が 思っ て くれ た 時 に で きる も の だ と 


れ て いた の で 、 す ん な り GO サイ ン が 出 
CN TE | 
PWR 


所 


語 を し ゃ べ っ て いる も 


中 国語 は 確か 実在 の 李 紅 開い 
時 ofhePAeeh Ar 
広井 時 ええ 、 李 紅蘭 と 李 紅 蘭 ( 渕 崎 さ ん ) 
が 握手 し て いる と いう 不思議 な 光景 を 見 
る こと が で きま し た ( 舌 ) 。 

広井 さん も 出 て いら っ し ゃ る し 。 
本 ee 


と は 最後 に 大 下水 導 全員 


バッ セー ジ を いた だ け ま すか 。 _ 
we 0 凍 お 人 太 正 浪 


も 4 月 4 日 に 発売 され る し 、 東 
と 大 板 で ミュ ー ジ カル も 人 演 さ れ ま す 。 
・ 太 正 浪 


PE SN 『 さ ん に 
会 い に 全 国 を 巡っ て みた いな と 思っ て い 
ます 。 


あり が と う ご ざ いま し た 。 
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婦 
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《F 
ど コ 
デア 
に 1 


ーー テニ ュー ニテ 


ドン" っ oe 


レト ロロ な 夫 胃 気 が 
中 時 計 。 時 計 マ ニ 
りん ア 二 だ で 。 


9 
62 


が 登場 。 7 種類 ある の で 、 机 ま わり や パソ コン の 上 役立つ スト ラッ プ 。 キ ミ き 出し た り は し な い の で 
みん な GE T だ 。 に 置い て お く と いい か も 。 は どの キャ ラ に する ご 安心 を 。 


謡 ショ ウ を 観 た 人 も 観 に 行け な か っ 
も これ は うれ し い ア 


の サク ラフ 大 戦 誤 詳 ショ ワウ 
カカ 1 M / う 1「 ハ 

\ ン タダ イ ビ ジ ュ ア ル (販売 元 ) 
5.800 円 (税別 
全国 有名 レコ ー ド 店 、 ビ デオ 店 に 


昨年 / 月 19 日 か ら 3 日 間 公 演 さ れ た 
詳 " コリ | リ レレ ーー リリ し | リリ 
化 。 会場 の 新宿 厚 生年 金 会 館 は 連日 
和 病 団 (| し) 0 全 (0UOUU | 

こし | (用) 所 民 り / ん // し 
キリ 用  ( 目 | | 
(ar に 
こと が で きる この ビデ 上 0 | 

関し て 昌利 必 当 人 し の 5/0「 
IIIIOIWIIIoI0 ブ 700 の (1 
田中 臭 紀 さん 論 ) と りこ と 。 っ 
タタ 0 り 夜 業 も パリ ナリ 月 現し (し る 。 
また に 、 首 楽 も 田中 公平 先生 の 指揮 の も 
WI 100 0 | 0 「「 

1 し U/  ( (| | 0 UI 
0 MNOU 1 00D/ 全 | ルル も 
あの り の とき の 感動 を 再び 味わっ て ほし い 。 


人 @ 歌 詳 シ ョ ウ 又 庫 本 
リア イリ リー ソス 
640 円 (税込 み 


国有 書店 に 


台 の 演出 、 肢 本 を され た 
SI 
リ | 愛 ゆ え ( 」 を 双 庫 化し た も 
UI | (| | し 
記 用 WDW、 セ リフ が 台本 比 式 で 
完全 掲載 され て いる 。 こ れ を 
之 み な が ら 上 の ピ デ オ を 観る 
( 例 | 旧 肖 / 


II TT do 0 すす | (0 |「「 目 有 6 全 介 計 | | WM 0 人 朋 ( ) 9 リ 
TT 0 WI IN 0 0D09 0109 HH UI 11 PP 用 時 計 。 結 構 大 きい が 


人 IL MI / リ 
ン ノン な ら 竜 地 で も 取り た し)。 


※ プ ライ ス 商 品 は 一 般 販売 し て お り ま せん . 


イ テ ム だ よね 。 


_-「 1 」 の 戦闘 服 パ バー ジョン 
SN いい 


レー リ 了 ーー 
@ 1/6 貞 宮 き さく ら ⑯1/8 貞 宮寺 さく ら | @ ア クツ ョ ンド ー ル 
' 注 宣 ・7.600 円 (税別 ) コト オヤ ・ 8.800 円 (税別 ・ ツ クタ ホビ ー・9.800 円 (税別 ) 
・ 全国 有名 ホビ ピー ショッ プ ・ 王国 有名 ホピ ヒー ショップ ・ 王国 有名 折 具 店 ・ ホ ビー 
ト ( に て ソ ョ リノ ト 【 
ト HU | 、 | リ 1 全 T | 117 りり 「 目 開い 
部 | 1 つっ 1 1 | 上 1 
LT 「T 目 | J ィ を | 堆 っ ら | | 8 | 
4 | 月 、 、: 請 仙 3 旨 II 
て 1 」+ 、 、 ま 生 ッ 、 、 、 、 り 
月 |「「 _。 | 人 ル 追 た し レ 1 
リ 1 | | | _ 有  「 比 | | い に 嘱 リ 自 売 リ 
IM りり |: | (| リ | 人 朋 2  … 琴 村 択 魔 分 決 ス 
1 | と ( 9 回 WT ェ レ し 9 研二 と 
_「 | 人 りり 上 > 5 | 
II IT 介 | | - 。 上 ′ し 
| | | 百 有朋 は 1 洋二 十 界 1 や し こし し | 
で と うき ~ | し ギ 思 剣 く ュ で りり 月 
み 造 の りく あり D 堂 1 | | 0 
| 。 。 3 ぉ 1| リ アア 左 荒 和 す 「' 有 有 きっ し 9 > 
ITDODOO0 「2 な の 鷹 ま 私 名 | 。 | | 
-_ 。 | (| を (直り 叶 上 1 
_ 上 IT し 上 | 成 服 服 | ルド 
IT | 上 In | し 
HI 1 0 | HL リリ | だ に ナチ ナ 布 を 関 ル 
| 人 | | し 0 1「9 が 導 は Y 製 稀 反 の 
人 得 ス み を の | ( (0T _ 9 | 


が る サク ラリ ワー ルド 今度 は ミュ ー ジ カル だ !! 
』 「 サ クラ 大 戦 -x<zg-] チケ ッ ト 絶 賛 発売 中 ! 


テレ ビ な どの マス メデ ィ ア で も す で な どの 強力 布陣 。 主演 は チャ イド ル | 
に 伝え られ た が 、 こ の た び 「 サ クラ 大  「 今 回 の 舞台 は 、 帝 国 華 撃 団 に 憧れ る と し て 有名 な 野村 | 
戦 」 の ミュ ー ジ カル 化 が 決定 し た 。 そ  「 乙 女 組 」 と いう 養成 学校 の 少女 た ち 佑香 さん 。TV や 
の 名 も 「 サ クラ 大 戦 一 花咲 く と 女 』」。 の 成長 ドラ マ を 歌 と ダン ス で 華やか に 間 0Z・ 
気 に な る 会 場 は 東京 の アー ト フ ィ ア 描き た い 」 (広井 氏 談 )。 Na 
(天王 洲 ア イル ) と 大 阪 の シア ター ド 当 旧 、 劇 場 で は 公演 来場 者 全員 に 、 
ラマ シテ ィ ー (梅田 茶屋 町 ) の 2 カカ 所 。 広井 王子 氏 デ ザイ ン の メモ リア ル チ ケ ・ 


ノ 


主演 は 野村 佑香 ・ 千 葉 紗子 、 座 長 ・ 寿 ッ ト を も れ な く プ レ ゼ ント ! スル 
ちず る 、 特 別 出演 ・ 横 山 智佐 、 そ の 他 2 ら 月 1 日 ( 士 ) か ら チ ケッ ト 一 般 発売 で 信 か を ん 者 
の 出演 者 は 黒田 アー サー、 南 青山 少女 開始 。 会 員 の みん な は 必ず チケ ッ ト ( も 衝 に し 世 、。 赤 
歌劇 団 と いう 豪華 メン バー。 さ ら に フ  。 ちろ ん 8S8 席 ) を ゲッ ト し て 舞台 に 足 作用 92 


ジテ レビ が 完全 バッ クア ッ プ に まわ る を 運ん で ほし い 。 
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1.500 幅 (た 正 湊 人 泰 部 オリ ジ ナル ) 「 事 移 」 マ ー ク 弄り 円 
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TEL 会 員 No. 
捧 印 


_@ 代 人 金 の お 支払 い は 、 商品 と 同 。 詩 沈 」 EN セー 0 。 ーー _ _ 保護 者 署名 
く の 委 便 局 か らら 週間 以内 に 

お 振り 込み くだ さい 。 な お 、 

_3000 円 以上 商品 を ご 注文 の 

は 下 還 を お 由 け じ た 記 

運 肌 に 代金 を お 支払 いい た 

な く ft3la 払い となり ます 


か じ め 御 了承 くだ さい 。 


すべ て の 商品 を お 申し 込み に な 


0 まり 。 今回 は 、 


gi と 


タッ フ ほ 、 も 
この コー ナー は 、 会員 の 皆さん が 気軽 に 
_ 参加 で きる コー "ナー に し た いと 思っ て い 
会 員 の 皆さん か ら の お た 
だり に 、 和 6 坦 の 2 て が まれ で れ ゴス _。 
9 ツク 和光 
、 の が あっ た らい いな 、 と 思っ て お 手紙 し  @ 
生 劇 の 皆様 と の 交流 の 
場 を 設け て いた だ きた い 、 と いう < _ イズ ス は 確実 な も の で し 
やっ DE あっ て こそ の 正法 で 、 よ らし くい 


ント を 寄せ て くれ まし た 。 


 @ 太 正 浪漫 倶楽部 の 発足 、 誠 に お めで と 
う ご ざ いま す 。 帝国 歌劇 団 の 皆様 の 御 活 
曜 、 い つも うか が っ て お り ま す 。 待望 の 
フン ググ タン で 畑 の れ た な ど 条 あ 


Ye 


NN Or し RN … 


丘 人 は うう ウー ナー 


| 7 
ー の ⑦ 度 、 お 見 ちゃ ん に 
] お 願い し て みよ ー 9 を 1 


(上 木村 


和 号 より 募集 を 開始 し た 「 刺 出 ラ ウン 当 
_ ジ ] に は 、 さ っ そく 会 員 の 皆さん か ら の で 
AG 


さく ら 還 


、 まし た 。 それ は 、 | 


シュ ンス 、 あ の 
 ( 仙 私 の 知っ て いる うわ 聴い て 、 うっ と り し て いま す ツ ー 


| さき 計 、 記 あ だい です か? 


『 7 も 詳 ] 

が あ :。 19372 
) \ プ 
% ws お は 


mn- 三 
うと お 友だち だ よね 1 _* 


3 の で 、 と うか 呆 く よ らし くい 

“ ー し 上 げ ま す 。 | ( ーー 
(広島 県 べろ ん チチ ョ 施 風 さん ) h れ な い ! アイ リス が 僕 の 
SA ーー 
、 ほ か に も た くさ A い た だ きま 

し た 。 さ ん と いっ し ょ に 、 素 し い フ ァ アイ リス 攻 


ソン クラ ゴブ に し て いき まし ょ う 。 


思う の で す 。 


ーー 倶楽部 だ と 


3 っ 88) (8e ん 
⑨ (〈④ の わた くし の 美 し さ が 
よく 表現 され て いま すわ 。、 


(大 / 放 典 さん ) 


、 スキ で 、 大 好き で し か ーー す が 、 
と か CD 払え ませ ん か 


た あり ませ ん 。 彼女 の 素 季 な お 
ビ デオ に 店 しい 、 そ の 還 し SSSsqsqs 


-. 匠 と 衣 業 さん ) 
隊 ニ ーー 


アイ リス っ な ん て か わい い 
業 に ア イリ ス が いな い 人 生活 は 考 


次 箇 メ カ 「 お みあ いく 
の 0 つの の 恒 お 3 ) 角 
誠に ホー ュー 


りお 声 を MD に 録音 し て いつ も カン ナ 略 


(神奈 川 県 ノ 小川 逢 子 さん ) 


ご 畜 見 ご 

| 
闇 NIID ソ MM て な コ ャ ナヤ 
il NN UNUNA 
か ら の 避 望 も 募集 し ます 。 会 員 の 
旨 Hi 作 委 ロー ナー。 本 
UK IMI | 省 N| ( ょ つの つ 。 


うし た の を 


バッ 
お 申し 込み 方 


太目 浪漫 島 楽 部 事務 局 で は 、 会報 旋 
リリ レル ぅ 込み 和 を 受け 
付け て いま す 。 パ バック ナン バー を ご 希 
望 の 亡 は 、 ト 下記 の 方 法 で お 申し 込み く 
た さい 。 (な お 則 至 に 限り が こざ いま す ) 
(申し 込み 方 法 〉 
申し 込み は 必ず 封書 で 。 自 分 の 会 員 希 
写 ご 名 前 希望 の 号 を 明記 し て 500 円 
分 の 切手 (送料 、 手 数 料 込 み ) を 封書 
に 同封 の 上 、 し 下 の あ て 先 ま で 。 
TI50 -0011 東京 都 渋谷 区 東 3 - 
1]4ー ジ 2 円 善 ピ ビル 天目 浪漫 島 楽 部 
バハ バック ナン ハー 係 


開発 プロ デュ ー サ ー | 
サク ラ 大 電 5 簡 孤 に つ U て 」 閉 コ メッ ト 


天地 周 時 今回 の 「 サ クラ 大 戦 2 特別 版 ト は 昨年 9 月 の 東京 ゲー ム 


/ 較 全 EE まだ 5 識 ン ヨン に 出展 し た も の を ベー ズ と し た 、、 サク ラ 大 戦 84 の 世 
昌 旧 | 妊 、 死に た も うこ と な か れ 一 」 の 開発 _ 界 に 少 グ し だ け 触 れ て いた どく た め の 体験 上 バー ジョ ン で す 。 
v し | 。 防 EE 二 2 語 胃 205238K 仁 た だ し 、 ゲ ー ム ショ ウ 版 その まま で は あげ ま 硬 ん 見 て い 
いい _/ リッ で 2 し ーー た 7 だ けれ ば お 判り に な る と 思っ 5 の で きす が 、 ほ 明 倫 で の グラ フ 
ーー 、 ゆ 。 内 馬 間 且つ ける 暇 は な い 。 ぜひ 、 励ま し の お | を 一 新 さ れ て いる ん で 92 ラジ 2 を か と い 
5: 全曲 徐 認 ^ 泊 当 休 補 還 あて に ※ っ て ね 。 詳 、「 サ クラ 大 戦 2 』 の 制作 に あめ だっ て 、 な セラ 2 ター や 
、、 ーー SKI5S5〔I〔WI〔。 逢 人 新た に グラ フィ ッ ク を 起こ し 直し て い 
ーー る と いう こと な ん で す 。 ね 、 力 入 
っ て いる で し ょ う ! 「 そ ん な と こ . 
見 ね ー よ 」 と いう 本 の 
そう で す が ( 笑 )、 も し 興味 が 
2 ルト 


と 比較 し て みて くだ さい 「 
| 但し 。 四 四 還 科 還 四 昌 | | oo に ビー ー も 未 発表 
ーー 間 田 、 、 / ま 1 | 鐘 間 邊 ン 満載 の スペ シャ ル 映 像 で す 。 
| | 議 月 認 呈 | 、 、 い Mew [ 帝国 華 撃団 ] も アレ ンジ され 
eta は が 
ご けた で し ょ うか 。 
” 新 た に 描き 起こ され た 、 で 。 り 
。 た ちの 表情 、 新 LIPS、 ムー ビー に 
ち っ と 出 て くる 戦闘 シー ン な ど 、 


ジマ 
天 
YR ま 8 


| くめ り ます が 5、 こ の 特販 で いう ・ 
| いろ を 想像 を 巡ら せる , 笑 ) な ど 
| し て 、「 サ クラ 2 』 の 世界 を 楽し ん 


| | で いた だ だ けた ら な と 思い ます 。 w 
上 | (| サタ ラ 大 戦 2」 ーー 
開発 プロ デュ NG 大 場 規 勝 


どう う 是 符 ! 


① 氏 名 (フリ ガ ナ )| 
② 性 別 
③ 生 年 月 日 (西暦 ) 
(〈④ 職 業 


選 計 ゆ タ ー ン オラ フィ シャ ルフ ラ ァ ンタ ララ MA 
セガ バー トナ ー ズ メン バー 鼻 信 中! 


セガ サタ ー ン ファ ン の た め の オ フィ シャ ル 特典 メン バー ズ カ ー ド 十 特製 オリ ジ ナ ル 東京 都 ※ 合 区 東 
ファ ンク ラブ セガ パー トナ ー ス 」 が 発足 さ カー ド ホ ル ダ ー 3 -14.62 
れ た の は 皆さん 知っ て いる よね 。 ま だ 入会 特典 の ② 「 モ ギタ テ セ ガサ ター ン 」 白 善 ビル 
し て いな い 人 は 、 ハ ガキ に 必要 事項 を 記入 スペ シャ ル CD_-ROM を 年 4 回 配布 セガ パー トナ ー ズ 
し て 応募 し て くれ 。 人 会 申し 込み 書 が 送ら 特典 ③④ 全国 セガ アミ ュー ズ メ ント テー マ 事務 局 行き 
れ て くる ぞ 。 ぜ ひ 入 会 し て セガ を 応援 し て ね 。 パー ク ご 優待 


⑤ 郵 便 番号 ・ 住 所 
⑥ 電 話 番号 

⑦ 日 中 の 連絡 番号 
⑧) 大 正 浪漫 具 楽 部 
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